
 
 

行
な
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
は
憲

法
問
題
が
大
き
な
争
点
で
も
あ

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
改
憲
支
持

政
党
が
多
数
の
議
席
を
獲
得
す

る
結
果
と
な
っ
た
▼
少
子
高
学

歴
化
な
ど
の
影
響
で
自
衛
官
の

応
募
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
防
衛
省
が
米
軍
の
制
度
を
参

考
に
、
新
た
な
募
集
制
度
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
の
制
度
と
は
、
米
軍
が

国
内
の
大
学
に
設
け
た
幹
部
養

成
制
度
。
受
講
生
は
卒
業
ま
で
学

費
や
生
活
費
の
支
給
が
保
障
さ

れ
る
一
方
、
部
隊
訓
練
へ
の
参
加

や
軍
事
に
関
す
る
講
義
な
ど
を

課
せ
ら
れ
、
卒
業
後
は
一
定
期

間
、
軍
勤
務
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
。
受
講
生
の
圧
倒
的
多
数
は
貧

困
層
と
さ
れ
て
い
る
▼
防
衛
省

は
「
自
衛
隊
貸
費
学
生
」
制
度
を

強
化
す
る
方
向
性
を
模
索
し
て

い
る
。
安
倍
政
権
は
、
同
制
度
採

用
枠
を
拡
大
す
る
予
算
を
計
上

す
る
と
の
こ
と
。
経
済
的
な
徴
兵

の
素
地
は
着
々
と
整
え
ら
れ
て

い
る
▼
改
め
て
国
民
一
人
ひ
と

り
が
政
治
に
無
関
心
で
い
ら
れ

る
時
代
は
終
わ
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 

(

宇) 

 

▼
今
年
も
暑
い
夏

が
や
っ
て
き
た
。戦

争
を
体
験
し
た
人

た
ち
も
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。
先
月
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２０１６年８月１日（月） 第４８号 

最
初
に
、
日
巻
中
央
執
行
委
員
長

は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
こ
の
大
会

が
、
改
憲
勢
力
３
分
の
２
を
許
す
の

か
ど
う
か
参
議
院
選
の
重
要
な
時

期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
非
正

規
社
員
の
正
社
員
化
と
均
等
待
遇

の
実
現
、
将
来
に
希
望
を
も
っ
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
る
た

た
か
う
方
針
の
確
立
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

全
労
連
事
務
局
長
の
井
上
さ
ん
、

全
労
協
議
長
の
金
澤
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

争
議
団
の
山
口
さ
ん
、
東
京
東
部
労

組
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
支
部
の
加
納

さ
ん
か
ら
来
賓
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
。
３
日
間
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
代
議
員
、
東
京

選
出
の
代
議
員
に
よ
る
熱
心
な
討

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
京
地
本
か
ら
は
、
地
方
委
員
会

で
決
定
さ
れ
た
見
解
を
基
に
代
議

員
が
発
言
を
お
こ
な
い
、
積
極
的
に

討
論
に
参
加
し
ま
し
た
。
国
際
郵
便

の
爆
発
的
な
増
加
に
伴
う
労
働
者

の
疲
弊
と
対
策
を
求
め
る
意
見
、
銀

座
局
大
橋
裁
判
勝
利
の
報
告
と
支

援
の
お
礼
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る

２
０
０
０
万
署
名
の
と
り
く
み
、
新

東
京
局
で
の
非
正
規
社
員
の
解
雇

撤
回
を
求
め
る
闘
い
、
２
０
条
裁
判

原
告
か
ら
の
闘
い
の
報
告
と
決
意
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
の
中
で
の
夜

間
労
働
の
改
善
、
翌
配
体
制
の
見
直

し
、
大
幅
増
員
の
と
り
く
み
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
１
６
春
闘
の
闘
い
に
つ

い
て
は
、
大
幅
増
員
、
職
場
改
善

の
要
求
を
大
き
く
掲
げ
、
２
月
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝
行
動
と
連
動
し

て
ス
ト
ラ
イ
キ
貫
徹
し
た
こ
と
、

１
７
春
闘
は
大
幅
賃
上
げ
の
闘

い
、
ど
の
支
部
で
も
ス
ト
ラ
イ
キ

に
入
れ
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

人
事
評
価
に
対
す
る
苦
情
処
理

の
新
潟
、
葛
西
事
案
に
つ
い
て
支

部
・
地
本
の
連
携
し
た
と
り
く
み

に
よ
っ
て
修
正
を
か
ち
と
る
と
い

う
大
き
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
た
こ

と
。
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
逓

信
病
院
支
部
に
お
け
る
「
ユ
ニ
オ

ン
カ
フ
ェ
」
の
と
り
く
み
、
練
馬

支
部
で
の
組
み
立
て
ゆ
う
メ
イ
ト

廃
止
反
対
の
要
求
書
の
提
出
、
葛

飾
新
宿
支
部
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
編
を
め
ぐ
っ
て
期
間
雇
用
社
員

の
権
利
、
雇
用
を
守
っ
た
と
り
く

み
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
職

場
に
根
差
し
た
要
求
づ
く
り
と
粘

り
強
い
と
り
く
み
を
結
び
つ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
組
織
拡
大
が
達
成

で
き
た
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

３
日
間
の
討
論
を
通
じ
て
、
２

０
１
６
年
度
運
動
方
針
案
、
財
政

方
針
案
、
共
済
方
針
案
が
そ
れ
ぞ

れ
賛
成
多
数
で
採
択
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
中
央
本
部
役
員

を
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
し
ま
し

た
。
東
京
地
本
か
ら
は
あ
ら
た
に
、

浅
川
喜
義
さ
ん
（
晴
海
支
部
）、
谷

川
紀
子
さ
ん
（
東
京
特
定
局
支
部
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
京
地
本
は
７
月
３
０
日
の
第

５
回
定
期
大
会
で
の
活
動
方
針
の

討
議
、
決
定
を
経
て
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
す
。
全
国
大
会
で

の
決
定
を
地
本
の
活
動
に
具
体
的

に
活
か
し
、
全
国
の
仲
間
と
と
も

に
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
は
じ
め

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
形

成
に
む
け
、
さ
ら
に
運
動
を
強
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
第
５
回
定
期
全
国
大
会
が
、
６
月
３

０
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
の
３
日
間
東
京
・
南
部
労
政
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
東
京
地
本
選
出
代
議
員
を
は
じ
め
、
全
国
の
代
議
員

の
活
発
な
議
論
で
、
新
年
度
の
運
動
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。 

 

「戦争法」廃止！改憲反対！ 

引き続き奮闘しよう！ 

  

先の参議院選挙は、7月 10 日投開票が行われ

与党が過半数を上回り、改憲勢力が 3 分の 2 議

席を超える結果となりました。残念な結果とは

なりましたが、32 の 1 人区すべてで市民と野党

4 党が共闘し、11 選挙区で野党統一候補が勝利

しました。郵政ユニオン東京地本は、国会前行

動や戦争法廃止駅頭情宣活動を通じ戦争法廃止

を訴え「憲法を守る 1 票で政治の流れを大きく

かえよう」と呼びかけ奮闘してきました。 

 東京都知事選、都議会議員補選でも野党共闘

が進み成果となって表れています。 

 安倍首相による改憲策動を許さず、戦争法を

廃止し、憲法を守り平和な社会を築いていくた

めに引き続き奮闘しましょう。 

 



 

 

 
  

 

正
社
員
の
人
事
評
価
結
果
に
対

し
、
納
得
で
き
な
い
場
合
は
苦
情

を
申
し
立
て
修
正
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
正
社
員
の
「
苦
情
の

処
理
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。 

 

「
正
社
員
の
人
事
評
価
運
営
に

つ
い
て
の
苦
情
の
処
理
」 

 

評
価
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
、
① 

直
属
の
上
司
（
管
理
社

員
に
限
る
）
か
ら
行
わ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
② 

人
事
評
価
が
行
わ

れ
た
直
後
の
６
月
３
０
日
ま
で
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
③ 

直

接
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
が
手

交
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
④ 

人

事
評
価
結
果
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
⑤ 

一
年
の
行

動
で
良
か
っ
た
点
、
改
善
を
要
す

る
点
、
更
に
今
後
期
待
す
る
点
に

つ
い
て
、
以
上
の
対
話
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
に
そ
の
解
決
を
７

月
１
０
日
ま
で
に
支
部
会
議
に
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

つ
ま
り
、
社
員
の
一
年
間
の
業

績
や
行
動
を
評
価
し
た
結
果
を
伝

え
る
と
共
に
、
社
員
に
対
し
て
今

後
期
待
す
る
点
や
改
善
を
要
す
る

点
を
伝
え
、
社
員
の
成
長
を
促
す

こ
と
。
こ
の
こ
と
が
人
事
評
価
の

目
的
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

単
に
、
人
事
評
価
結
果
に
つ
い
て

説
明
が
さ
れ
た
か
否
か
だ
け
で
は

な
く
、
一
年
間
の
行
動
で
良
か
っ

た
点
・
改
善
を
要
す
る
点
、
更
に

は
今
後
期
待
す
る
点
に
つ
い
て
の

対
話
が
行
わ
れ
た
か
否
か
を
含
め

て
い
ま
す
。 

人
事
評
価
が
行
わ
れ
た
直
後
の

７
月
１
０
日
ま
で
に
、
所
定
の
様

式
（
苦
情
申
告
票
）
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
所
属
の
支
部
会
議

の
事
務
局
へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
申
告
し
ま
す
。 

 「
正
社
員
の
人
事
評
価
結
果
に

基
づ
く
労
働
条
件
の
決
定
に

つ
い
て
の
苦
情
の
処
理
」 

 

人
事
評
価
結
果
に
基
づ
く
労
働

条
件
の
決
定
に
当
た
り
、
正
当
な

理
由
な
し
に
不
利
益
を
受
け
た
と

す
る
場
合
に
、
そ
の
解
決
を
支
部

会
議
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

「
正
当
な
理
由
な
し
」
と
は
、
●

事
務
手
続
上
の
か
し
が
あ
っ
た
と

す
る
場
合
、
●
人
事
評
価
の
結
果

が
適
正
で
な
か
っ
た
と
す
る
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。 

「
事
務
手
続
上
の
か
し
」
と
は
、

人
事
評
価
の
結
果
が
適
正
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
人
事
評
価
の

結
果
の
点
数
化
の
際
計
算
の
誤
り
等

が
あ
っ
た
場
合
で
す
。 

 

今
、
全
国
で
、
郵
便
・
物
流
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
が
急
ピ
ッ
チ

に
進
ん
で
い
ま
す
。 

東
京
で
も
、
東
京
北
部
郵
便
局

の
開
設
を
は
じ
め
と
し
て
、
新
東

京
局
、
銀
座
局
、
東
京
多
摩
局
の

各
地
域
区
分
局
と
再
編
さ
れ
た
普

通
局
で
の
郵
便
処
理
の
再
編
と
集

中
で
業
務
量
の
変
化
が
生
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編

に
よ
り
、
区
分
局
で
は
、
更
な
る

夜
間
労
働
の
過
密
化
、
要
員
不
足

の
状
況
の
ま
ま
で
の
業
務
運
行
、

普
通
局
で
も
減
員
さ
れ
た
人
数
で

の
業
務
で
労
働
強
化
に
追
い
込
ま

れ
て
い
ま
す
。 

東
京
地
本
は
、
今
後
も
、
支
社

の
具
体
的
実
施
計
画
の
提
示
に
対

し
労
働
協
約
に
基
づ
き
職
場
か
ら

の
意
見
を
集
約
し
対
応
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
労
働
組
合
と
し
て
、

重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
丁
寧
な

対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
葛
飾

新
宿
支
部
で
は
、
こ
の
と
り
く
み

で
組
織
拡
大
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ま
た
、
地
域
区
分
局
の
深
夜
労

働
の
更
な
る
集
中
に
よ
る
健
康
被

害
を
考
え
る
と
、
郵
便
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
踏
ま
え
た
翌

配
体
制
と
深
夜
労
働
の
在
り
方
を

再
度
考
え
る
べ
き
で
す
。
普
通
郵

便
の
翌
日
配
達
維
持
の
た
め
の
深

夜
労
働
は
本
当
に
必
要
な
の
か
、

健
康
被
害
の
影
響
が
著
し
い
深
夜

労
働
は
本
当
に
必
要
な
の
か
再
検

討
す
る
べ
き
で
す
。
深
夜
労
働
の

改
善
に
向
け
た
と
り
く
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

（２） 

２０１６年８月１日（月） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

 

当
面
の
行
動
日
程 

 

８
月
４
日
～
６
日 

 
 

 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・

広
島 

 

８
月
８
日
～
９
日 

 
 

 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・

長
崎 

 

８
月
１
９
日 

 
 
 

１
９
日
国
会
行
動
（
戦
争 

法
廃
止
） 

 

８
月
２
０
日
、
２
１
日 

 
 

 

２
０
１
６
年
日
本
母
親
大

会
（
金
沢
・
福
井
） 

 

８
月
２
８
日
、
２
９
日 

 
 
 

日
本
高
齢
者
大
会
・
東
京 

「
正
当
な
理
由
な
し
に
不
利
益
を

受
け
た
と
き
」
と
は
、
Ｄ
、
Ｅ
評

価
の
場
合
は
給
与
の
削
減
が
さ
れ

る
の
で
す
ぐ
に
わ
か
る
が
、
Ｃ
評

価
か
ら
Ｂ
評
価
へ
変
え
る
と
き
○

か
ら
◎
へ
の
変
更
な
ど
点
数
の

計
算
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
賞
与
に
対
し
て
の
点
数
の
変

更
に
つ
い
て
も
こ
の
部
分
に
入

り
ま
す
。 

 

今
ま
で
は
、
そ
の
事
実
が
生
じ

た
時
点
で
「
苦
情
の
申
告
」
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら

は
、
全
て
の
申
告
を
８
月
５
日
か

ら
８
月
３
０
日
ま
で
に
所
属
の

支
部
会
議
の
事
務
局
へ
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

「
苦
情
相
談
制
度
」
と
「
苦
情
処

理
会
議
」
の
違
い
は
「
苦
情
相
談

制
度
」
は
、
人
事
評
価
の
納
得
性

を
高
め
る
た
め
、
人
事
評
価
の
結

果
に
関
す
る
苦
情
に
つ
い
て
会

社
が
会
社
の
責
任
に
お
い
て
解

決
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
「
苦
情
処
理

会
議
」
は
、
人
事
評
価
結
果
の
苦

情
に
つ
い
て
労
使
に
よ
る
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。 

苦
情
相
談
制
度
を
利
用
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
苦
情
処
理
会

議
に
苦
情
の
解
決
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

苦
情
処
理
会
議
へ
は
誰
で
も

が
請
求
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
苦
情
処
理
会
議
に
関
す

る
労
働
協
約
を
締
結
し
て
い
る

労
働
組
合
に
限
り
、
そ
の
労
働
協

約
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
締

結
労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
な

い
正
社
員
は
苦
情
処
理
会
議
に

苦
情
の
解
決
請
求
を
行
う
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
な
お
、
苦
情
の

解
決
を
請
求
す
る
時
点
で
締
結

組
合
に
加
入
し
て
い
れ
ば
請
求

は
出
来
ま
す
。 

 


